
要
旨
『
松
の
栄
千
代
田
の
神
徳
」
は
、
仮
名
垣
熊
太
郎
を
作
者
と
す
る
明
治
期
正
本
写
で
あ
る
。
本
作
品
を
調
査
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

明
治
十
年
代
の
一
時
期
に
、
な
ぜ
正
本
写
が
流
行
し
た
の
か
、
そ
の
要
因
を
考
察
す
る
。

正
本
写
『
松
の
栄
千
代
田
の
神
徳
』

の
周
縁

山
本
和
明
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明
治
期
に
一
時
流
行
し
た
正
本
写
は
、
な
ぜ
か
す
こ
ぶ
る
評
判
が
悪
い
。
舞
台
に
か
か
っ
た
正
本
（
脚
本
）
を
、
舞
台
そ
の
ま
ま
に
伝

え
る
よ
う
に
、
正
本
ぶ
り
に
て
物
語
体
に
書
き
直
し
た
も
の
が
正
本
写
と
さ
れ
る
が
（
本
間
久
雄
「
新
訂
明
治
文
学
史
」
東
京
堂
刊
）
、

そ
の
評
判
は
と
言
え
ば
、
例
え
ば
次
の
よ
う
な
も
の
で
あ
っ
た
。

○
（
正
本
写
は
）
明
治
十
年
前
後
か
ら
、
合
巻
物
の
復
活
に
つ
れ
て
、
再
び
世
に
行
は
れ
、
明
治
十
四
五
年
の
頃
に
は
、
相
当
に
盛

ん
に
な
り
、
と
も
角
も
一
つ
の
文
学
形
式
と
し
て
認
め
ざ
る
を
得
な
い
ほ
ど
に
な
っ
た
。
但
し
、
そ
の
多
く
は
、
そ
の
文
章
、
文
体

か
ら
云
っ
て
も
、
そ
の
意
匠
、
挿
画
か
ら
云
っ
て
も
、
発
生
当
初
の
も
の
、
例
え
ば
上
に
挙
げ
た
文
政
十
一
年
刊
の
『
杜
若
紫
再
咲
」

な
ど
と
は
比
べ
も
の
に
な
ら
な
い
ほ
ど
低
級
卑
俗
の
も
の
と
な
り
下
っ
た
こ
と
は
否
み
得
な
い
。
作
家
と
し
て
は
、
武
田
交
来
、
久

保
田
彦
作
、
篠
田
仙
果
な
ど
が
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
家
の
筆
に
な
っ
た
「
正
本
写
」
は
、
何
れ
も
黙
阿
弥
の
原
作
を
、
そ
の
ま
、
に

筋
書
風
に
書
い
た
も
の
で
、
芝
居
の
開
場
と
同
時
に
、
或
ひ
は
開
場
中
、
売
出
し
て
ゐ
る
の
が
多
い
。

○
か
う
い
ふ
筋
書
式
な
正
本
写
の
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
は
異
常
で
あ
っ
た
ら
し
く
、
こ
の
こ
と
は
、
例
へ
ぱ
黙
阿
弥
作
で
、
例
の
延
命

院
事
件
を
作
の
中
に
取
込
ん
だ
『
日
月
星
享
和
政
談
」
が
十
一
年
の
十
月
に
新
富
座
に
上
演
さ
れ
た
折
な
ど
に
は
、
同
じ
題
目
の
筋

書
式
正
本
写
が
、
一
つ
は
松
邨
漁
夫
に
依
り
、
一
つ
は
篠
田
仙
果
に
依
っ
て
、
原
作
上
演
と
同
時
に
、
競
争
的
に
公
け
に
さ
れ
て
ゐ

る
こ
と
に
よ
っ
て
も
窺
ひ
得
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
作
は
、
再
び
云
ふ
が
、
単
な
る
筋
書
風
の
も
の
で
、
文
学
的
に
は
何
等
価
値

○
明
治
に
お
け
る
正
本
写
は
所
詮
そ
の
頃
の
演
劇
研
究
の
資
料
と
し
て
、
又
は
演
劇
台
本
と
小
説
と
の
交
渉
を
考
へ
る
上
で
の
資
料

の
あ
る
も
の
で
は
な
い
。

正
本
写
の
評
判
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明
治
十
一
年
（
一
八
七
八
）
六
月
七
・
八
日
の
二
日
間
、
政
府
高
官
臨
席
の
も
と
、
ガ
ス
燈
の
ま
ば
ゆ
い
光
に
照
ら
し
出
さ
れ
た
西
洋

建
築
新
富
座
の
開
場
式
は
、
華
々
し
く
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
狂
言
「
松
栄
千
代
田
神
徳
」
は
、
そ
の
後
を
継
い
で
、
明
治
十
一
年
六
月

十
日
か
ら
七
月
二
十
一
日
ま
で
上
演
の
、
徳
川
家
康
の
前
半
生
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
綴
っ
た
「
活
歴
」
で
あ
っ
た
。
河
竹
繁
俊
の
言
葉

含
日
本
演
劇
全
史
乞
を
借
り
る
な
ら
、
「
新
史
劇
（
活
歴
劇
）
で
、
上
品
と
い
う
だ
け
の
、
内
容
的
に
は
新
ら
し
さ
面
白
さ
の
な
い
も
の

と
し
て
以
外
、
作
品
と
し
て
独
立
し
た
価
値
を
持
つ
も
の
で
は
な
い
。
（
以
上
、
本
問
氏
前
掲
書
）

こ
う
し
た
見
解
は
、
お
そ
ら
く
結
論
と
し
て
は
妥
当
な
も
の
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
そ
れ
だ
け
で
す
べ
て
を
括
っ
て
良
い
の
だ
ろ
う
か
。

み
る
べ
き
点
が
な
い
と
さ
れ
な
が
ら
、
そ
の
一
方
で
、
正
本
写
が
「
歓
迎
さ
れ
た
こ
と
は
異
常
」
で
あ
り
、
「
競
争
的
に
公
け
に
さ
れ
て

ゐ
」
た
状
況
に
も
あ
っ
た
訳
で
、
な
ら
ば
、
そ
の
意
味
を
問
う
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
か
。
「
歓
迎
さ
れ
」
つ
つ
も
「
何
等
価
値
の
あ
る

も
の
で
は
な
い
」
と
さ
れ
る
、
そ
の
要
因
を
探
っ
て
み
た
い
の
で
あ
る
。
今
回
の
考
察
で
は
、
明
治
に
お
け
る
正
本
写
の
中
で
も
、
「
ル

ビ
付
の
字
に
な
っ
た
」
魁
（
渥
美
清
太
郎
「
歌
舞
伎
小
説
解
題
」
早
稲
田
文
学
二
六
一
号
）
と
さ
れ
る
錦
栄
堂
版
「
松
の
栄
千
代
田
の
神

徳
」
（
以
後
「
松
の
栄
』
と
表
記
）
に
着
目
し
、
作
者
や
書
騨
な
ど
の
問
題
を
踏
ま
え
つ
つ
、
少
し
考
え
て
み
た
い
。

ま
ず
、
『
松
の
栄
」
に
つ
い
て
確
認
し
た
い
。

正
本
写
「
松
の
栄
』
は
上
中
下
三
冊
、
版
元
は
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
奥
目
録
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
一
年
六
月
五
日
に
出
版
御
届
が
な

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
正
本
写
は
、
新
富
座
開
場
の
た
め
に
、
二
代
目
河
竹
新
七
（
後
の
黙
阿
弥
）
が
執
筆
し
た
歌
舞
伎
狂
言
「
松
栄
千
代

田
神
徳
」
に
関
わ
る
も
の
で
あ
っ
た
。

「
松
の
栄
』
の
作
者
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だ
が
す
で
に
諸
家
の
説
く
よ
う
に
こ
の
作
品
に
は
少
な
く
と
も
二
つ
の
意
義
が
あ
っ
た
」
と
言
う
。
一
つ
は
依
田
学
海
や
松
田
道
之
な
ど

文
人
学
者
が
関
与
し
た
こ
と
、
も
う
一
つ
は
時
代
考
証
に
も
と
づ
く
扮
装
・
演
技
・
演
出
を
し
た
こ
と
で
あ
る
。
「
此
脚
本
の
作
者
は
無

論
河
竹
新
七
な
る
が
、
依
田
学
海
翁
が
多
少
助
言
を
与
へ
た
る
は
事
実
に
し
て
、
日
本
の
芝
居
で
文
人
学
者
が
直
接
噴
を
容
れ
た
る
は
恐

ら
く
こ
れ
を
以
て
噴
矢
と
す
べ
し
」
（
田
村
成
義
編
「
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
ご
と
、
近
代
歌
舞
伎
の
大
き
な
転
換
点
と
も
位
置
づ
け
ら
れ

る
演
目
な
の
で
あ
る
。
「
そ
の
挿
絵
だ
け
で
も
実
に
貴
重
な
参
考
資
料
で
あ
る
」
（
渥
美
清
太
郎
「
歌
舞
伎
大
全
』
「
歌
舞
伎
小
説
」
）
正
本

写
の
中
で
、
『
松
の
栄
』
口
絵
「
新
富
座
劇
場
開
業
式
ノ
図
」
（
上
巻
一
丁
裏
・
二
丁
表
）
な
ど
は
、
近
代
歌
舞
伎
の
始
ま
り
を
告
げ
る
も

（
１
）

の
と
し
て
よ
く
引
き
合
い
に
だ
さ
れ
て
い
る
。

『
松
の
栄
』
の
作
者
は
、
仮
名
垣
魯
文
の
長
男
仮
名
煩
一
熊
太
郎
（
奥
目
録
に
は
編
輯
人
と
あ
る
）
・
画
師
は
蜂
須
賀
国
明
。
上
巻
に
は

久
保
田
彦
作
の
序
文
が
添
え
ら
れ
て
い
る
。
熊
太
郎
は
、
安
政
五
年
九
月
、
魯
文
二
十
八
歳
の
時
に
誕
生
。
「
仮
名
反
古
」
に
、
「
安
政
元

年
妻
恋
下
に
住
む
旗
下
酒
井
新
三
郎
の
妾
某
の
妹
に
て
名
を
お
よ
し
と
い
ふ
を
媒
介
す
る
者
あ
る
に
任
せ
要
り
て
妻
と
な
せ
り
〈
是
れ
亡

長
男
熊
太
郎
の
実
母
な
り
〉
」
と
あ
る
。
安
政
元
年
と
言
え
ば
、
魯
文
が
湯
島
妻
恋
坂
で
表
看
板
に
「
御
誹
案
文
認
書
江
戸
作
者
鈍

亭
魯
文
」
と
認
め
、
門
に
掲
げ
た
時
期
で
あ
る
（
野
崎
左
文
『
私
の
見
た
明
治
文
壇
』
「
仮
名
垣
魯
文
翁
の
自
伝
」
）
。
実
母
お
よ
し
は
文

久
二
年
七
月
五
日
に
な
く
な
っ
て
し
ま
う
が
、
そ
れ
ゆ
え
、
魯
文
が
何
か
に
つ
け
熊
太
郎
を
溺
愛
し
た
こ
と
は
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ

『
松
の
栄
」
の
刊
行
さ
れ
た
明
治
十
一
年
当
時
、
熊
太
郎
は
ま
だ
二
十
一
歳
の
若
者
に
す
ぎ
な
い
。
当
時
の
熊
太
郎
の
動
向
を
、
魯
文

の
関
与
し
た
「
か
な
よ
み
新
聞
」
か
ら
主
に
辿
っ
て
お
き
た
い
・

明
治
十
年
三
月
五
日
、
そ
れ
ま
で
編
輯
代
理
で
あ
っ
た
魯
文
は
、
第
三
百
号
よ
り
局
長
と
な
っ
た
。
と
同
時
に
「
編
輯
兼
印
刷
人
」
に

熊
太
郎
が
名
を
連
ね
て
い
る
。
そ
れ
は
、
第
四
○
二
号
（
明
治
十
年
六
月
廿
八
日
）
に
、
伊
藤
專
三
が
仮
編
輯
長
に
な
る
ま
で
継
続
す
る
。

で
あ
る
。
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編
輯
長
こ
と
久
保
田
彦
作
は
、
「
松
の
栄
』
に
序
文
を
記
し
て
い
る
。
五
代
目
尾
上
菊
五
郎
が
市
村
家
橘
と
云
っ
た
頃
、
彦
作
は
そ
の

附
人
作
者
と
な
っ
て
村
子
柑
と
号
し
た
。
一
時
斯
界
を
去
り
、
明
治
六
年
頃
、
東
京
府
学
区
取
締
を
拝
命
し
、
府
下
小
学
校
の
建
設
に
携

っ
て
い
た
が
、
明
治
八
年
頃
、
黙
阿
弥
の
門
下
と
な
り
竹
柴
幸
治
（
次
）
と
称
し
て
狂
言
作
者
と
な
っ
た
。
黙
阿
弥
門
下
の
四
天
王
（
三

熊
太
郎
が
本
当
に
編
輯
等
に
携
わ
っ
た
か
否
か
は
定
か
で
は
な
く
、
例
え
ば
次
の
記
載
な
ど
が
そ
の
実
情
を
物
語
っ
て
く
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。
以
下
は
、
「
か
な
よ
み
新
聞
」
五
三
四
号
（
明
治
十
年
十
二
月
三
日
）
「
仮
名
読
珍
聞
」
の
項
目
「
○
編
輯
長
坐
附
の
告
條

久
保
田
彦
作
拝
稿
」
と
し
て
掲
載
さ
れ
た
文
章
で
あ
る
。

…
巻
頭
の
伊
藤
専
三
教
育
半
送
不
勤
幕
に
局
長
（
注
ｌ
当
時
仮
名
垣
魯
文
）
と
僕
（
注
ｌ
彦
作
、
当
時
編
輯
長
兼
印
刷
人
）
両
名
殊

更
魯
文
珍
報
の
出
刷
発
見
た
左
右
揮
毫
ゆ
ゑ
初
日
三
日
の
稿
本
を
放
さ
ず
：
．

つ
ま
り
、
「
魯
文
珍
報
』
の
実
質
の
編
輯
は
久
保
田
彦
作
と
魯
文
で
あ
り
、
熊
太
郎
は
名
前
ば
か
り
の
編
輯
人
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
に

つ
↑
よ
恥
リ
、

な
ろ
う
。

伊
藤
專
三
が
仮
編
輯
長
と
な
っ
て
か
ら
、
熊
太
郎
は
と
い
う
と
、
四
九
八
号
（
明
治
十
年
九
月
廿
六
日
）
の
謝
罪
記
事
中
に
「
当
新
聞
編

輯
長
代
理
仮
名
垣
熊
太
郎
」
と
あ
り
、
編
輯
長
代
理
の
肩
書
き
を
持
つ
こ
と
明
ら
か
で
あ
ろ
う
。
そ
の
行
動
面
で
、
か
な
り
粗
忽
な
面
が

ま
た
ぞ
ろ
せ
が
れ
し
く
じ
り

あ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
十
年
十
月
十
一
日
「
か
な
よ
み
新
聞
」
第
四
九
一
号
謝
罪
広
告
に
「
又
候
豚
児
の
紙
苦
尻
」
と
い
っ
た
表
現
を
確

認
す
る
こ
と
が
出
来
る
。
魯
文
は
そ
う
し
た
息
子
を
溺
愛
し
、
「
私
儀
今
般
新
富
町
六
丁
目
二
番
地
第
五
号
仮
名
垣
熊
太
郎
方
を
休
息
所

と
相
定
候
間
休
業
日
竝
に
朝
暮
と
も
当
方
に
罷
在
候
也
仮
名
垣
魯
文
」
（
か
な
よ
み
新
聞
第
五
一
二
号
、
明
治
十
年
十
一
月
四
日
）
と

熊
太
郎
宅
に
行
き
来
し
、
明
治
十
年
十
一
月
二
十
八
日
創
刊
の
『
魯
文
珍
報
』
（
開
珍
社
刊
）
で
は
、
社
主
を
仮
名
垣
魯
文
、
編
輯
兼
印

刷
同
熊
太
郎
で
ス
タ
ー
ト
さ
せ
て
い
る
（
八
号
以
降
は
「
編
集
人
熊
太
郎
・
印
刷
長
野
田
千
秋
」
と
し
、
明
治
十
一
年
七
月
十
六
日
刊
の

二
○
号
ま
で
名
を
連
ね
て
い
る
）
。
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世
河
竹
新
七
、
竹
柴
其
水
、
竹
柴
繁
造
及
び
久
保
田
彦
作
）
と
ま
で
云
わ
れ
た
が
、
中
村
雁
次
郎
の
た
め
に
『
箱
根
産
雁
皮
玉
章
」
を
書

い
た
ば
か
り
で
、
他
に
纒
っ
た
脚
本
は
一
つ
も
作
ら
な
か
っ
た
と
さ
れ
る
。
野
崎
左
文
に
よ
れ
ば
「
此
人
は
魯
翁
の
純
門
人
で
は
無
か
っ

た
か
も
知
れ
ぬ
が
、
魯
文
翁
か
ら
引
立
て
ら
れ
た
人
」
含
私
の
見
た
明
治
文
壇
ご
と
の
位
置
づ
け
が
な
さ
れ
、
「
か
な
よ
み
新
聞
」
の
ほ

か
、
明
治
十
二
年
「
歌
舞
伎
新
報
」
、
の
ち
明
治
十
五
年
「
時
事
新
報
」
雑
報
記
者
と
も
な
っ
て
い
る
。
「
記
者
彦
作
が
師
弟
の
間
だ
」

（
歌
舞
伎
新
報
八
五
号
、
明
治
十
三
年
七
月
七
日
）
と
、
黙
阿
弥
と
の
繋
が
り
が
今
回
何
よ
り
も
注
目
さ
れ
る
。

『
松
の
栄
」
の
よ
う
に
歌
舞
伎
を
基
と
し
た
正
本
写
の
場
合
、
と
り
わ
け
劇
界
と
の
繋
が
り
を
考
え
な
く
て
は
な
る
ま
い
。
そ
の
点
で

も
久
保
田
彦
作
が
関
与
し
て
い
る
可
能
性
を
あ
な
が
ち
無
視
で
き
な
い
の
で
あ
る
。

明
治
十
一
年
六
月
前
後
で
は
、
「
か
な
よ
み
新
聞
」
六
五
八
号
及
び
六
五
九
号
（
明
治
十
一
年
五
月
八
・
九
日
）
に
仮
名
垣
熊
太
郎
編

輯
「
会
席
真
直
妓
猫
」
（
開
珍
社
発
行
）
の
広
告
が
載
り
、
今
回
の
「
松
の
栄
』
の
御
届
が
六
月
五
日
付
で
あ
る
。
表
面
上
、
熊
太
郎
は
、

ほ
ぼ
一
ヶ
月
の
問
に
二
冊
も
の
本
作
り
と
精
力
的
で
あ
り
、
更
に
「
魯
文
珍
報
』
の
編
輯
と
、
形
の
上
で
は
多
忙
極
ま
り
な
い
。
実
際
に

は
、
先
に
挙
げ
た
彦
作
の
文
章
に
見
る
よ
う
に
、
別
人
の
手
に
な
る
の
で
あ
ろ
う
が
、
ど
う
や
ら
魯
文
は
、
熊
太
郎
を
雑
誌
の
編
輯
だ
け

で
は
な
く
単
行
本
を
執
筆
す
る
作
家
へ
と
画
策
し
て
い
た
ら
し
い
。

明
治
十
一
年
六
月
九
日
「
か
な
よ
み
新
聞
」
六
八
七
号
記
載
に
よ
れ
ば
、
「
か
な
よ
み
の
編
輯
長
（
注
ｌ
彦
作
）
は
以
前
河
竹
の
門
人

な
り
。
社
長
の
悴
（
注
ｌ
熊
太
郎
）
は
新
富
町
が
住
居
の
故
か
劇
場
に
大
層
身
が
入
っ
て
」
と
、
熊
太
郎
は
劇
場
へ
入
り
浸
っ
て
い
た
。

し
か
し
、
後
に
も
触
れ
る
が
演
劇
の
台
本
は
一
般
の
人
間
に
見
せ
な
い
の
が
通
例
だ
か
ら
、
本
書
の
成
立
に
若
き
熊
太
郎
が
ど
の
程
度
関

与
し
て
い
た
の
か
、
は
な
は
だ
疑
わ
し
い
。
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そ
れ
に
し
て
も
刊
行
が
早
す
ぎ
な
い
か
。

活
版
摺
り
な
ら
い
ざ
し
ら
ず
、
『
松
の
栄
』
は
木
版
刷
り
で
あ
る
。
し
か
も
創
作
の
話
を
掲
載
す
る
草
双
紙
で
は
な
く
、
舞
台
と
連
動

す
る
正
本
写
な
の
に
、
で
あ
る
。
ひ
と
ま
ず
「
松
の
栄
」
刊
行
に
至
る
ま
で
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
が
あ
る
か
、
新
聞
記
事
を
利
用
し
確
認

と
に
な
る
。

と
こ
ろ
で
、
明
治
十
一
年
六
月
十
日
か
ら
七
月
二
十
一
日
ま
で
の
「
松
栄
千
代
田
神
徳
」
上
演
で
、
「
松
の
栄
」
は
い
つ
頃
出
版
さ
れ

た
の
だ
ろ
う
か
。
奥
付
の
明
治
十
一
年
六
月
五
日
の
御
届
の
ほ
か
に
手
が
か
り
を
捜
し
て
み
る
と
き
、
「
か
な
よ
み
新
聞
」
（
明
治
十
一
年

六
月
十
二
日
）
に
次
の
広
告
が
掲
載
さ
れ
る
。

○
松
の
栄
千
代
田
神
徳
〈
仮
名
垣
熊
太
郎
著
／
歌
川
国
明
画
〉
全
三
冊
皆
さ
ん
兼
々
御
待
か
ね
の
新
富
座
新
築
へ
引
移
り
の
開

業
式
を
口
画
と
し
て
序
幕
岡
崎
八
幡
の
場
よ
り
大
詰
迄
文
の
廻
し
と
画
工
の
妙
に
て
居
な
が
ら
狂
言
を
見
る
如
く
大
切
の
石
橋
は
外

題
に
て
御
覧
入
極
美
本
に
仕
立
升
た
れ
ば
不
相
変
御
晶
眉
を
願
ふ
十
五
日
売
出
し
日
本
橋
通
り
壱
丁
目
萬
屋
孫
兵
衛
敬
白

こ
の
「
十
五
日
売
出
し
」
だ
が
、
十
八
日
に
も
同
広
告
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
順
当
に
出
版
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
。
即
ち
明

治
十
一
年
六
月
十
日
よ
り
上
演
さ
れ
た
「
松
栄
千
代
田
神
徳
」
に
関
わ
る
「
松
の
栄
」
は
、
六
月
五
日
出
版
御
届
、
六
月
十
五
日
売
り
出

し
で
あ
っ
た
と
し
て
宜
し
か
ろ
う
。
つ
ま
り
、
出
版
御
届
時
に
は
ま
だ
上
演
さ
れ
て
い
な
い
し
、
開
演
後
六
日
目
に
し
て
売
り
出
し
た
こ

し
て
お
ノ
く
、
。

「
読
売
新
聞
」
に
拠
れ
ば
、
明
治
十
一
年
三
月
二
十
二
日
朝
刊
三
面
に
「
○
新
富
座
の
本
普
請
が
出
来
あ
が
る
と
舞
台
開
き
に
家
康
公

上
演
と
出
版
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正本写「松の栄千代田の神徳」の周縁

が
江
戸
を
開
か
れ
た
時
よ
り
三
代
将
軍
家
光
公
ま
で
の
事
を
狂
言
に
仕
組
む
」
と
の
記
事
が
掲
載
さ
れ
た
。
こ
れ
が
早
い
記
載
に
属
す
る
。

暫
く
間
隔
を
置
い
て
、
五
月
十
二
日
朝
刊
に
「
○
新
富
座
は
い
よ
い
よ
本
座
に
て
近
い
う
ち
に
初
日
に
な
り
、
狂
言
は
か
ね
て
噂
の
あ
ッ

た
東
照
宮
の
一
代
記
で
、
外
題
は
「
松
栄
千
代
田
神
徳
」
で
」
と
あ
り
、
は
じ
め
て
外
題
が
明
ら
か
と
な
る
。
以
後
、
五
月
十
八
日
に
役

割
が
紙
面
に
掲
載
さ
れ
、
六
月
一
日
に
瓦
斯
燈
の
遅
れ
か
ら
開
業
式
が
「
多
ぶ
ん
今
月
七
日
と
八
日
の
両
日
に
成
ま
し
や
う
」
と
報
じ
ら

れ
る
。
六
月
三
日
に
「
新
狂
言
の
総
ざ
ら
ひ
」
を
し
、
四
日
に
「
開
業
式
の
総
ざ
ら
ひ
」
を
実
施
。
そ
し
て
開
業
式
当
日
の
六
月
七
日
に

な
っ
て
、
漸
く
狂
言
の
あ
ら
ま
し
が
示
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
開
業
式
の
詳
細
は
八
日
に
「
○
昨
日
の
新
富
座
の
開
業
式
は

夕
刻
済
み
ま
し
た
か
ら
有
増
な
ら
出
せ
ま
し
た
が
委
し
く
書
た
い
か
ら
明
日
に
い
た
し
ま
す
」
と
し
、
九
日
に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
「
読
売
新
聞
」
で
の
取
り
上
げ
方
に
対
し
、
演
目
の
中
身
に
か
な
り
早
い
段
階
で
触
れ
て
い
る
の
が
、
魯
文
や
彦
作
や
熊
太

郎
も
関
与
し
て
い
た
「
か
な
よ
み
新
聞
」
記
事
で
あ
る
。
新
聞
紙
面
上
に
演
目
の
粗
筋
め
い
た
も
の
が
掲
載
さ
れ
た
の
も
、
「
読
売
新
聞
」

で
は
六
月
七
日
で
あ
っ
た
の
に
対
し
、
「
か
な
よ
み
新
聞
」
六
七
○
号
（
明
治
十
一
年
五
月
二
一
日
）
六
七
一
号
（
五
月
二
二
日
）
と
か

な
り
早
い
時
期
に
脚
色
書
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
（
六
六
九
号
に
も
掲
載
か
と
目
さ
れ
る
が
、
復
刻
本
欠
号
の
た
め
未
見
）
。
劇
場
か
ら
新

聞
社
が
招
待
さ
れ
、
観
劇
し
た
の
は
六
月
十
九
日
の
こ
と
ゆ
え
（
か
な
よ
み
新
聞
六
九
六
号
〈
六
月
二
○
日
〉
に
「
昨
日
は
新
富
座
よ
り

招
待
に
付
東
京
大
小
の
新
聞
社
と
雑
誌
局
が
西
の
桟
敷
で
劇
場
見
物
が
有
ま
し
た
弊
社
ま
で
も
五
厄
介
」
と
あ
る
）
、
五
月
段
階
で
の
記

事
は
、
独
自
の
取
材
の
賜
物
な
の
だ
ろ
う
。
六
月
二
○
日
か
ら
は
「
態
々
原
稿
を
お
送
り
で
す
か
ら
本
日
よ
り
陸
続
見
巧
者
連
の
お
目
に

触
ま
す
」
と
「
○
新
富
座
芝
居
評
判
記
六
二
連
」
掲
載
が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
つ
ま
り
見
巧
者
に
よ
る
「
芝
居
評
判
記
」
掲
載
以
前
に
正

本
写
「
松
の
栄
」
は
刊
行
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

そ
も
そ
も
正
本
写
は
、
上
演
舞
台
を
伝
え
る
媒
体
と
さ
れ
て
き
た
。
役
者
の
似
顔
を
描
き
、
舞
台
や
小
道
具
、
衣
裳
に
至
る
ま
で
、
実

際
の
舞
台
を
髻
露
と
さ
せ
る
よ
う
工
夫
が
凝
ら
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
話
の
概
略
が
、
あ
る
程
度
新
聞
紙
上
で
つ
か
め
る
よ
う
な
状
況
の
中
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で
、
よ
り
舞
台
を
想
像
さ
せ
る
絵
入
り
の
作
品
ゆ
え
に
、
筋
書
き
を
記
し
た
正
本
写
が
歓
迎
さ
れ
た
で
あ
ろ
う
こ
と
は
容
易
に
想
像
で
き

よ
う
。
事
実
、
一
時
期
流
行
を
み
た
こ
と
は
先
学
の
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
も
あ
る
。
新
聞
と
い
う
媒
体
が
並
行
し
て
紙
面
に
情
報
を
掲
載

し
て
い
く
以
上
、
正
本
写
が
「
ま
だ
大
当
り
の
ほ
と
ぼ
り
の
さ
め
な
い
う
ち
に
急
い
で
出
板
す
る
」
（
渥
美
清
太
郎
『
歌
舞
伎
大
全
」
「
歌

舞
伎
小
説
」
）
媒
体
で
あ
る
に
し
て
も
、
い
や
む
し
ろ
そ
れ
故
に
こ
そ
、
よ
り
詳
細
に
よ
り
正
確
に
舞
台
内
容
を
記
す
こ
と
が
求
め
ら
れ

た
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
「
松
の
栄
」
の
場
合
、
上
演
以
前
の
出
版
御
届
で
あ
る
限
り
、
そ
の
正
確
さ
は
、
果
た
し
て
ど
こ
に
由
来
し
う

ち
な
み
に
山
口
武
美
「
明
治
前
期
戯
作
本
書
目
」
（
青
裳
堂
）
に
従
え
ば
、
明
治
八
年
の
正
本
写
、
「
天
一
坊
大
岡
政
談
』
（
竹
柴
琴
咲

綴
・
栄
久
堂
）
は
、
出
版
許
可
（
改
印
）
が
明
治
八
年
二
月
（
亥
二
）
だ
が
、
黙
阿
弥
原
作
の
「
扇
音
同
大
岡
政
談
」
は
明
治
八
年
一
月

二
十
八
日
よ
り
新
富
座
で
上
演
さ
れ
た
。
ま
た
同
年
「
明
治
年
間
東
日
記
』
（
笑
門
舎
福
来
編
・
若
栄
堂
）
は
明
治
八
年
八
月
出
版
許
可

（
改
印
亥
八
）
な
が
ら
、
黙
阿
弥
同
名
作
は
明
治
八
年
六
月
三
日
よ
り
既
に
新
富
座
で
の
上
演
で
あ
る
。
共
に
上
演
開
始
か
ら
相
応
の
時

間
を
要
し
て
届
け
出
・
刊
行
さ
れ
て
い
る
。

む
し
ろ
当
時
の
慣
例
を
併
せ
考
え
る
な
ら
、
上
演
と
出
版
と
の
時
間
差
も
当
然
で
あ
っ
た
。

（
２
）

る
の
で
あ
ろ
う
か
。

方
井
ぴ
に
作
者
等
へ
内
縁
も
あ
る
に
任
せ
、
特
別
の
訳
に
て
正
本
の
一
覧
を
乞
、
そ
の
筋
書
を
記
す
の
に
て
、
決
し
て
他
へ
は
漏
ま

じ
と
一
図
に
思
ふ
も
世
間
知
ら
ず
、
何
処
で
か
ち
よ
ろ
任
す
も
の
、
あ
る
や
、
（
略
）
是
は
芝
居
を
傍
聴
筆
記
と
い
ふ
様
な
事
で
刷

出
さ
る
、
か
も
知
れ
ね
ど
、
随
分
虫
の
能
は
な
し
な
り
。
然
し
版
権
免
許
の
素
よ
り
な
き
も
の
、
真
似
を
さ
れ
て
も
お
尻
は
や
ら
れ

ず
二
歌
舞
伎
新
報
』
一
六
○
号
、
明
治
十
四
年
七
月
十
七
日
）

新
富
座
の
筋
書
、
此
頃
或
新
聞
で
は
一
番
目
の
筋
か
ら
号
を
迫
て
記
さ
れ
る
は
、
実
に
た
ま
げ
た
御
探
訪
の
行
届
き
、
斗
伽
当
山
調
剛

此
狂
言
筋
書
記
載
の
件
は
、

御
存
知
の
通
り
演
劇
道
の
習
慣
に
て
作
者
の
外
は
正
本
を
他
人
に
見
す
る
も
の
な
ら
ね
ど
、
弊
社
は
座
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正本写「松の栄千代田の神徳」の周縁

栄
千
代
田
神
徳
」

が
確
認
さ
れ
る
。

大
千
世
界
は
一
大
劇
場
。
四
季
折
々
の
廻
り
舞
台
。
大
陽
分
離
の
瓦
斯
の
光
り
は
。
新
富
座
の
鉄
管
よ
り
輝
き
。
開
業
の
祝
詞
は
向

さ
も
に
た
り

正
面
聾
桟
敷
に
伝
話
機
の
近
く
聞
え
。
引
幕
の
鉄
線
。
電
信
に
髻
髭
。
二
重
廻
し
の
鉄
道
は
。
拍
子
木
の
チ
ョ
ン
に
動
止
を
自
在
に

す
ぢ
が
き

ぺ
ん
の
ま
に
ま
に

す
。
新
ら
し
い
哉
狂
言
の
趣
向
は
。
毎
日
新
聞
の
紙
面
の
如
し
。
そ
の
脚
色
を
傍
聴
の
。
洋
筆
随
意
綴
し
ゆ
ゑ
。
長
短
誤
脱
も
自
か

ら
。
多
い
は
例
の
一
夜
附
。
た
評
狂
言
を
三
保
の
浦
。
初
日
を
ま
つ
の
発
見
は
こ
の
編
の
栄
を
願
ふ
と
。
楽
隊
代
り
に
序
言
を
奏
す

五
月
に
こ
の
序
文
は
記
さ
れ
て
い
る
。
「
そ
の
脚
色
を
傍
聴
の
。
洋
筆
随
意
綴
し
ゆ
ゑ
」
と
の
表
現
は
、
「
写
」
す
こ
と
の
困
難
さ
を
物
語

っ
て
い
る
。
五
月
段
階
で
は
、
彦
作
も
関
与
す
る
「
か
な
が
き
新
聞
」
掲
載
の
梗
概
程
度
の
情
報
に
恐
ら
く
と
ど
ま
っ
て
い
た
の
で
は
な

手
に
入
ら
る
、
か
、
真
魁
け
に
鼻
毛
を
ぬ
き
御
記
載
な
さ
る
は
ァ
、
ら
不
思
議
と
感
心
い
た
す
外
ぞ
な
し
。
弊
社
杯
で
は
真
正
直
に

正
本
の
写
し
を
作
者
衆
よ
り
お
廻
し
下
さ
る
を
、
一
日
千
秋
の
思
ひ
に
て
相
待
さ
へ
、
稽
古
中
の
繁
用
を
ア
ラ
心
な
の
新
報
社
哉
と

毎
度
申
さ
る
、
位
な
る
に

（
同
四
○
六
号
、
明
治
十
七
年
四
月
二
十
日
）

「
松
の
栄
」
の
数
年
後
、
活
版
が
主
流
を
な
し
た
中
で
の
状
況
を
示
し
た
一
節
で
あ
る
。
そ
れ
で
も
演
劇
の
常
と
し
て
、
正
本
を
見
る

こ
と
が
叶
わ
な
か
っ
た
な
ら
ば
、
舞
台
の
詳
細
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
は
、
「
特
別
の
訳
に
て
正
本
の
一
覧
を
乞
」
「
作
者
衆
よ
り
お
廻

し
」
あ
る
か
、
稽
古
に
立
ち
会
う
し
か
不
可
能
だ
ろ
う
。
つ
ま
り
、
通
し
稽
古
に
せ
よ
実
際
に
観
劇
せ
ず
に
は
、
余
程
の
事
で
も
な
い
限

り
内
容
を
前
も
っ
て
知
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
そ
の
こ
と
は
黙
阿
弥
と
親
密
な
彦
作
と
い
え
ど
同
様
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
特
に
「
松

栄
千
代
田
神
徳
」
の
よ
う
に
、
初
め
て
上
演
さ
れ
る
も
の
は
尚
更
で
あ
っ
た
ろ
う
。
彦
作
に
よ
る
「
松
の
栄
」
序
文
に
も
そ
う
し
た
背
景

（
３
）

い
だ
ろ
う
か
。

出
版
御
届
日
時
が
上
演
以
前
で
あ
る
こ
と
、
並
行
し
て
刊
行
さ
れ
て
い
る
「
か
な
よ
み
新
聞
」
に
記
さ
れ
た
情
報
の
程
度
、
こ
の
二
点

其
処
を
（
中
略
）
堂
し
て
其
間
に
お
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い
ま
仮
に
、
上
演
以
前
に
準
備
さ
れ
て
い
た
と
す
れ
ば
、
判
り
や
す
い
側
面
も
あ
る
。

『
松
の
栄
』
に
は
「
競
争
的
に
公
け
に
さ
れ
」
て
い
る
別
の
正
本
写
が
あ
る
。
そ
の
本
文
と
対
比
す
る
に
、
幾
つ
か
問
題
と
な
る
箇
所

が
浮
上
し
て
き
た
の
で
あ
る
。
一
・
二
指
摘
し
て
お
こ
う
。

ま
ず
そ
の
正
本
写
だ
が
、
表
題
『
松
栄
千
代
田
神
徳
」
上
中
下
三
冊
で
、
作
者
は
従
前
か
ら
正
本
写
に
た
ず
さ
わ
っ
て
き
た
篠
田
仙
果
。

絵
師
は
、
揚
州
周
延
。
山
松
堂
山
村
金
三
郎
か
ら
の
出
版
で
あ
る
。

問
題
と
な
る
刊
行
時
期
だ
が
、
上
中
下
巻
奥
付
に
「
編
集
者
篠
田
久
治
郎
〈
神
田
仲
町
一
丁
目
六
番
地
〉
／
出
版
人
山
村
金
三
郎

〈
浅
草
吉
野
町
五
十
六
番
地
〉
／
明
治
十
一
年
六
月
日
御
届
ヶ
」
と
あ
る
だ
け
で
詳
細
は
不
明
。
発
見
元
の
山
松
堂
は
、
石
川
巌
『
明

治
初
期
戯
作
年
表
」
に
よ
れ
ば
、
明
治
十
一
年
ヨ
正
本
】
松
栄
千
代
田
神
徳
三
〈
仙
果
作
／
周
延
画
〉
山
松
堂
・
【
正
本
】
西
南
雲

晴
朝
東
風
三
〈
仙
果
作
／
周
延
画
〉
山
松
堂
」
の
二
点
、
明
治
十
二
年
に
三
正
本
］
綴
合
於
伝
仮
名
書
二
〈
仙
果
作
／
周
延
画
〉

山
松
堂
・
雪
月
花
三
遊
新
話
九
〈
仙
果
／
芳
春
画
〉
山
松
堂
」
の
二
点
の
正
本
写
の
刊
行
が
確
認
で
き
る
。

こ
う
し
た
別
種
の
正
本
写
の
存
在
こ
そ
、
「
競
争
的
に
公
け
に
さ
れ
て
ゐ
る
こ
と
」
の
あ
ら
わ
れ
で
あ
り
、
「
松
の
栄
』
の
刊
行
時
期
の

に
加
え
て
、
本
と
し
て
の
体
裁
に
も
注
目
し
た
い
。
「
松
の
栄
」
は
、
従
来
の
正
本
写
に
は
な
い
漢
字
振
り
仮
名
の
文
に
よ
っ
て
表
記
さ

れ
て
お
り
、
一
丁
あ
た
り
の
情
報
量
に
も
格
段
に
違
い
を
み
せ
る
。
そ
の
造
り
も
丁
寧
な
も
の
で
あ
る
。
版
木
に
彫
る
こ
と
な
ど
、
手
間

が
か
か
る
こ
と
を
考
慮
す
れ
ば
、
演
劇
が
上
演
さ
れ
て
か
ら
で
は
、
と
て
も
十
五
日
発
見
な
ど
問
に
合
う
べ
く
も
な
い
。
恐
ら
く
相
応
に

早
い
段
階
か
ら
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
た
は
ず
で
あ
る
。

競
合
か
ら
み
え
る
も
の

-196-



正本写「松の栄千代田の神徳』の周縁

○
錦
栄
堂
『
松
の
栄
」
…
役
者
似
顔
・
漢
字
振
り
仮
名
付
表
記
・
演
劇
と
の
ズ
レ
多
し
（
場
面
の
省
略
・
名
前
の
相
違
・
時
に
は
全

く
異
な
る
表
現
・
文
字
と
絵
の
齪
繍
）
・
幕
切
れ
の
符
丁
（
チ
ョ
ン
ノ
、
ノ
ー
等
）
の
存
在
・
九
「
幕
」
構
成

○
山
松
堂
「
松
栄
千
代
田
神
徳
』
…
稚
拙
役
者
似
顔
・
ひ
ら
が
な
表
記
中
心
ル
ビ
僅
少
〈
割
書
表
示
〉
・
演
劇
に
か
な
り
忠
実
・
幕

切
れ
の
符
丁
な
し
・
十
四
の
「
場
」
構
成

山
松
堂
版
は
従
来
か
ら
の
正
本
写
同
様
、
ひ
ら
が
な
を
中
心
と
し
た
表
記
で
、
一
見
稚
拙
に
映
る
。
し
か
し
、
実
際
の
と
こ
ろ
「
松
の
栄
』

と
山
松
堂
『
松
栄
千
代
田
神
徳
」
と
を
一
瞥
し
、
私
的
な
感
想
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
『
松
の
栄
』
の
方
が
、
正
直
内
容
も
繋
が
ら
ず
そ

の
出
来
も
悪
い
よ
う
に
思
え
て
な
ら
な
い
。
こ
れ
が
作
者
の
力
量
差
に
よ
る
も
の
か
は
定
か
で
は
な
い
。
周
縁
の
状
況
か
ら
み
て
熊
太
郎

を
作
者
と
す
る
に
は
問
題
あ
り
と
し
た
『
松
の
栄
」
で
あ
っ
た
が
、
誰
が
作
者
で
あ
れ
、
上
演
舞
台
を
観
ず
に
早
い
段
階
で
準
備
し
て
い

た
な
ら
ば
、
そ
の
作
品
と
し
て
の
出
来
不
出
来
も
、
多
く
そ
の
こ
と
に
起
因
す
る
の
で
は
な
い
か
、
と
さ
え
思
う
の
で
あ
る
。
以
下
、
具

体
的
に
気
に
か
か
っ
た
点
を
述
べ
て
み
た
い
。

ま
ず
一
例
と
し
て
。
演
劇
「
松
栄
千
代
田
神
徳
」
の
中
で
最
も
趣
向
を
凝
ら
し
た
と
こ
ろ
に
、
三
幕
目
「
駿
河
三
保
松
原
夢
の
場
」

「
同
徳
川
家
奥
殿
の
場
」
に
お
け
る
家
康
夢
想
の
場
面
が
あ
る
。
天
津
乙
女
が
あ
ら
わ
れ
、
天
女
の
持
つ
名
玉
を
巡
っ
て
、
織
田
信
長
・

明
智
光
秀
・
木
下
藤
吉
郎
ら
が
互
い
に
奪
い
合
う
が
、
遅
れ
て
登
場
し
た
徳
川
家
康
が
最
後
に
取
り
得
た
と
い
う
南
何
の
一
夢
で
あ
っ
た

が
、
夢
か
ら
覚
め
た
家
康
は
、
家
来
の
夢
解
に
よ
り
天
下
を
得
る
吉
兆
と
解
し
、
忠
臣
と
と
も
に
宴
と
な
る
場
面
で
あ
る
。
元
を
た
だ
せ

ば
「
漢
楚
軍
談
』
巻
之
一
「
始
皇
巡
狩
し
て
雲
気
を
望
む
」
に
あ
る
始
皇
帝
が
夢
に
見
た
と
い
う
玉
の
故
事
に
由
来
す
る
。
玉
を
巡
っ
て

の
や
り
と
り
の
類
似
性
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
皇
帝
の
命
で
長
生
不
死
の
薬
を
求
め
た
濾
生
が
仙
人
か
ら
与
え
ら
れ
た
害
「
天
録
秘
訣
」

な
ろ
う
か
。

早
さ
と
も
連
動
す
る
問
題
の
よ
う
に
思
う
。
以
下
、
両
書
の
相
違
点
に
つ
い
て
気
づ
い
た
点
を
簡
単
に
記
し
て
お
く
な
ら
ば
次
の
よ
う
に
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に
書
か
れ
た
隠
し
言
の
字
義
を
李
斯
に
釈
か
し
め
た
点
な
ど
、
字
謎
を
巡
る
展
開
も
似
通
っ
た
場
面
で
あ
る
。
「
か
な
よ
み
新
聞
」
六
六

九
号
に
い
ち
早
く
こ
の
場
面
の
脚
色
書
が
示
さ
れ
て
い
た
は
ず
だ
が
、
残
念
な
が
ら
確
認
で
き
て
い
な
い
（
複
製
本
欠
号
）
。

い
ま
『
松
の
栄
』
か
ら
引
用
し
て
み
る
。

（
上
巻
九
丁
裏
）
：
．
憶
川
家
泰
、
藤
吉
が
持
た
る
名
玉
終
に
取
得
て
行
過
給
ふ
を
、
両
勇
争
ひ
浪
の
音
こ
だ
ま
に
ひ
景
く
松
風
の
操

正
し
き
億
川
の
、
栄
え
を
差
に
朝
ぼ
ら
け
、
是
な
ん
億
川
家
泰
公
の
南
何
の
一
夢
で
あ
り
し
と
ぞ
ド
ロ
ン
ノ
ー
ノ
ー
．
：
（
中
巻
一
丁

表
）
そ
ん
な
ら
今
の
は
夢
で
あ
っ
た
か
「
御
前
お
夢
を
御
ら
う
じ
ま
し
た
か
「
ヲ
、
そ
ち
は
作
左
か
只
今
う
つ
、
に
見
し
夢
は
ヲ
、

夫
々
床
に
掛
た
る
夢
窓
国
師
の
書
た
る
讃
は
色
則
是
空
、
夢
は
則
ち
空
に
し
て
体
な
け
れ
ど
色
則
は
天
津
乙
女
の
降
臨
な
り
、
殊
に

あ
れ
な
る
袋
戸
棚
に
画
け
る
所
も
三
保
の
景
、
彼
名
玉
を
小
田
明
智
羽
柴
と
順
に
取
得
た
る
に
不
思
議
に
後
は
我
手
に
入
し
は
、
か

へ
す
ノ
ー
吉
兆
な
る
か
「
誠
に
夫
は
吉
夢
に
ム
リ
ま
す
、
其
玉
こ
そ
国
家
に
た
と
へ
後
は
か
な
ら
ず
君
の
御
手
へ
…

問
題
と
す
べ
き
は
こ
の
夢
解
で
あ
ろ
う
。
「
夢
は
則
ち
空
に
し
て
体
な
け
れ
ど
色
則
は
天
津
乙
女
の
降
臨
な
り
」
と
あ
る
が
、
判
っ
た
よ

う
で
わ
か
り
に
く
い
表
現
で
あ
る
。
こ
の
夢
解
か
ら
、
な
ぜ
家
泰
が
天
下
人
に
な
る
こ
と
に
な
る
の
か
が
不
鮮
明
こ
の
上
な
い
。
一
方
こ

の
場
面
、
山
松
堂
版
『
松
栄
千
代
田
神
徳
』
で
は
、
玉
に
「
是
」
と
い
う
文
字
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
と
夢
解
が
成
さ
れ
て
い
る
。

（
上
巻
八
丁
表
）
…
お
く
川
い
ゑ
や
す
公
き
の
し
た
藤
き
ち
ら
が
も
っ
た
る
た
ま
を
ま
た
と
り
あ
げ
す
か
し
見
れ
ば
是
［
こ
れ
］
と

い
ふ
文
［
も
ん
］
じ
あ
り
ノ
ー
と
ほ
り
つ
け
あ
る
に
ぞ
、
し
は
し
か
ん
が
え
給
ひ
た
り
。
〔
お
く
川
家
し
ん
所
の
ぱ
〕
お
か
ざ
き
の

ご
て
ん
な
る
ご
し
ん
じ
よ
に
い
ゑ
や
す
こ
う
し
ば
し
ま
ど
ろ
み
給
ひ
し
が
、
お
つ
き
の
ま
も
り
本
田
さ
く
ざ
ゑ
も
ん
ご
ぜ
ん
に
手
を

つ
き
ひ
か
え
ゐ
る
、
い
ゑ
や
す
公
あ
た
り
を
見
て
「
わ
れ
日
ご
ろ
こ
の
め
る
と
こ
ろ
の
ら
ん
ぶ
の
は
ご
ろ
も
を
見
て
お
も
は
ず
も
ね

マ
マ

ぶ
り
し
ゆ
め
に
と
こ
ろ
は
三
保
の
は
ま
べ
に
て
是
［
こ
れ
］
と
い
ふ
じ
を
ほ
り
た
る
た
ま
を
手
に
入
れ
し
と
み
た
り
。
…
▲
田
ざ
く

ざ
ゑ
も
ん
ひ
ざ
を
す
慰
め
「
こ
れ
と
い
ふ
じ
は
日
の
下
の
人
を
お
ん
て
に
に
ぎ
る
ず
ゐ
さ
う
に
て
よ
る
こ
ぱ
し
ふ
ぞ
ん
じ
た
て
ま
つ

-198-



正本写「松の栄千代田の神徳』の周縁

示
し
て
お
く
。

春
の
日
永
の
つ
れ
ノ
ー
に
、
日
頃
好
め
る
謡
ひ
本
、
羽
衣
の
く
だ
り
を
暫
く
読
む
内
、
計
ら
ず
眠
り
を
催
し
、
し
ば
し
ま
ど
ろ
む
其

問
、
心
の
つ
か
れ
か
見
し
夢
は
、
是
れ
な
る
襖
に
画
き
た
る
、
処
は
駿
河
の
三
保
ヶ
浦
、
是
と
い
ふ
字
を
え
り
付
け
し
、
床
に
掛
け

た
る
色
即
是
空
空
則
是
色
、
こ
れ
と
い
ふ
字
を
寄
せ
た
る
も
、
夢
想
国
師
の
名
に
さ
へ
ち
な
め
る
も
の
な
る
か
、
ハ
テ
不
思
議
な
事

を
見
る
も
の
ぢ
や
な
ア
ト
思
入
：
．
（
略
）
本
多
ム
、
、
此
の
上
も
な
き
吉
夢
に
ご
ざ
り
ま
す
る
。
／
家
康
取
留
も
な
く
見
し
夢

を
何
を
証
拠
に
吉
夢
と
は
／
本
多
是
と
い
ふ
字
を
三
つ
に
割
れ
ば
、
日
の
下
の
人
と
よ
む
。
／
家
康
何
と
申
す
。
／
本
多
先

に
光
秀
信
長
が
、
奪
ひ
し
玉
を
猿
賢
く
も
秀
吉
が
、
取
り
し
を
御
前
が
又
々
手
に
入
れ
し
は
、
や
が
て
、
（
ト
手
を
開
き
て
一
緒
に

寄
せ
）
四
海
も
遠
か
ら
ず
。
（
卜
小
声
に
て
呑
込
ま
せ
る
、
家
康
ぢ
つ
と
笑
み
て
）
／
家
康
吉
夢
ぢ
や
な
。

つ
ま
り
山
松
堂
版
が
忠
実
に
演
劇
を
纒
め
あ
げ
、
的
確
に
必
要
な
情
報
を
提
示
し
て
い
る
の
に
比
し
て
、
「
松
の
栄
」
で
は
暖
昧
な
形
で

演
劇
を
踏
襲
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
こ
の
こ
と
は
逆
に
、
「
松
の
栄
』
が
「
特
別
の
訳
に
て
正
本
の
一
覧
を
乞
」
「
作
者
衆
よ
り
お
廻

し
」
あ
っ
て
執
筆
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
を
物
語
っ
て
く
れ
る
。

も
う
一
つ
話
題
と
し
た
い
の
は
、
甲
州
の
密
使
に
対
す
る
命
名
の
こ
と
で
あ
る
。
意
外
な
こ
と
に
同
じ
演
目
を
素
材
と
し
な
が
ら
『
松

の
栄
』
と
山
松
堂
版
「
松
栄
千
代
田
神
徳
』
と
で
は
、
同
じ
配
役
で
も
役
名
が
全
く
異
な
っ
て
お
り
、
「
松
の
栄
』
で
は
「
修
験
者
玄
敬
」
、

（
４
）

山
松
堂
版
で
は
「
か
う
し
う
の
ま
は
し
も
の
快
典
」
と
あ
り
、
挿
絵
に
も
「
快
」
の
字
が
刻
ま
れ
て
い
る
。
歌
舞
伎
「
松
栄
千
代
田
神
徳
」

（
５
）

は
、
「
三
河
後
風
土
記
」
の
中
か
ら
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
抜
粋
し
利
用
し
て
い
る
が
、
そ
こ
で
は
「
玄
敬
」
で
登
場
す
る
。
し
か
し
、
今
日
確

認
で
き
る
脚
本
（
黙
阿
弥
全
集
第
二
七
巻
）
で
は
「
怪
典
」
と
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
恐
ら
く
上
演
直
前
に
何
ら
か
の
事
情
で
名
前
の

で
は
実
際
の
上
演
は
ど
う
で
あ
っ
た
か
。
「
黙
阿
弥
全
集
』
第
二
七
巻
（
大
正
十
五
年
・
春
陽
堂
）
掲
載
正
本
よ
り
、
参
考
ま
で
に
呈

り
候
ト
申
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今
回
の
出
版
に
あ
た
っ
た
書
騨
は
、
『
烏
追
阿
松
海
上
新
話
」
の
版
元
と
し
て
有
名
な
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
で
あ
っ
た
。
『
近
世
書
林
板

元
総
覧
」
に
「
◎
万
屋
孫
兵
衛
万
孫
玉
明
堂
錦
栄
堂
大
倉
氏
江
戸
通
町
一
丁
目
一
九
（
明
治
五
年
版
画
、
十
一
年
本
）
、
茅

場
町
一
丁
目
＊
明
治
期
に
武
田
交
来
、
久
保
田
彦
作
の
戯
作
も
刊
行
す
る
」
と
あ
り
、
江
戸
期
以
来
の
書
騨
と
目
さ
れ
る
が
、
『
問
屋

名
前
帳
』
に
は
確
認
で
き
な
い
。
恐
ら
く
元
々
は
双
六
・
団
扇
絵
な
ど
を
扱
う
書
騨
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。
『
東
京
書
籍
商
伝
記
集
覧
』

「
東
京
書
籍
商
組
合
員
概
歴
」
は
、
「
大
倉
書
店
東
京
市
日
本
橋
区
通
一
丁
目
十
九
番
地
・
創
業
明
治
八
年
九
月
十
五
日
」
と
し
、
そ

の
文
中
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
る
。

変
更
が
行
わ
れ
た
と
考
え
る
べ
き
か
。
当
時
の
別
の
媒
体
を
確
認
す
る
に
、
辻
番
付
（
国
会
図
書
館
近
代
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
に
よ

る
）
、
役
割
番
付
（
抱
谷
文
庫
蔵
、
資
料
館
紙
焼
本
に
よ
る
）
で
「
修
験
者
減
敬
」
、
絵
本
番
付
（
蓬
左
文
庫
尾
崎
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
、
資
料

館
紙
焼
本
に
よ
る
）
で
「
快
典
」
と
こ
ち
ら
も
齪
嬬
を
き
た
し
て
い
る
。
ち
な
み
に
「
読
売
新
聞
」
明
治
十
一
年
六
月
七
日
朝
刊
記
事
で

は
「
武
田
家
の
間
者
玄
敬
法
師
」
と
あ
る
。
そ
の
先
後
関
係
に
つ
い
て
は
今
は
指
摘
に
留
め
て
お
く
が
（
無
論
、
快
典
を
変
更
後
と
推
定

し
た
い
の
だ
が
）
、
そ
う
し
た
命
名
変
更
が
直
前
に
あ
っ
た
な
ら
ば
、
競
合
す
る
正
本
写
の
制
作
時
期
に
違
い
を
み
る
こ
と
も
許
さ
れ
る

（
６
）

で
あ
ろ
う
。
上
演
に
至
る
直
前
で
の
様
々
な
変
更
が
周
縁
の
媒
体
、
例
え
ば
絵
番
付
や
正
本
写
に
ま
で
波
及
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
う

し
た
競
合
作
と
の
違
い
は
常
に
生
じ
る
わ
け
で
は
な
く
、
直
前
に
お
け
る
学
者
文
人
な
ど
の
介
入
を
許
し
た
本
作
な
ら
で
は
の
希
有
な
出

来
事
な
の
か
も
し
れ
な
い
け
れ
ど
も
。

初
代
ハ
孫
兵
衛
ト
称
シ
天
保
十
四
年
四
月
八
日
江
戸
二
生
ル
。
父
ノ
絵
双
紙
業
及
出
版
業
ヲ
継
ギ
錦
栄
堂
、
万
屋
ノ
商
号
ヲ
用
フ
。

書
諄
の
戦
略
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明
治
二
十
二
年
以
降
二
十
四
年
迄
東
京
書
籍
出
版
営
業
者
組
合
ノ
委
員
二
当
選
ス
。
明
治
二
十
二
年
絵
双
紙
店
ヲ
廃
シ
洋
紙
店
ヲ
開

始
ス
。
明
治
三
十
五
年
十
月
書
籍
業
ノ
全
部
ヲ
現
主
（
注
１
大
倉
保
五
郎
・
二
代
目
・
安
政
四
年
五
月
四
日
生
）
二
譲
り
、
同
三
十

六
年
小
学
校
教
科
用
図
書
ノ
国
定
ト
ナ
ル
ヤ
、
文
部
省
ノ
許
可
ヲ
得
テ
其
翻
刻
発
行
者
ト
ナ
リ
、
四
十
二
年
迄
継
続
ス
。

し
た
が
っ
て
、
『
松
の
栄
」
刊
行
の
書
騨
「
大
倉
孫
兵
衛
」
は
、
初
代
孫
兵
衛
（
天
保
十
四
年
四
月
八
日
生
）
の
手
に
よ
り
明
治
八
年
九

月
十
五
日
創
業
の
書
騨
と
な
る
。
特
に
時
代
の
変
化
に
鋭
敏
で
あ
っ
た
よ
う
で
、
明
治
二
十
二
年
に
は
大
倉
洋
紙
店
を
開
き
、
別
会
社
と

し
て
大
い
に
発
展
。
そ
の
時
か
ら
、
書
籍
業
は
義
弟
保
五
郎
に
委
ね
て
い
く
（
全
面
的
に
保
五
郎
に
譲
っ
た
明
治
三
十
五
年
「
大
倉
書
店
」

と
改
称
さ
れ
る
）
。
国
定
教
科
書
な
ど
の
翻
刻
発
行
も
手
が
け
、
「
英
和
辞
彙
」
、
芳
賀
矢
一
改
訂
「
言
泉
』
、
芳
賀
矢
一
編
「
日
本
人
名
辞

典
」
を
作
る
な
ど
発
展
を
遂
げ
て
い
っ
た
書
騨
で
も
あ
る
。
こ
と
に
漱
石
『
吾
輩
は
猫
で
あ
る
」
の
刊
行
書
騨
と
し
て
夙
に
知
ら
れ
る
。

「
明
治
二
十
二
年
絵
双
紙
店
」
廃
業
と
あ
る
よ
う
に
、
初
代
の
手
に
よ
っ
て
刊
行
さ
れ
て
い
っ
た
も
の
は
多
く
絵
双
紙
類
に
属
し
て
い
た

こ
の
明
治
二
十
二
年
ま
で
の
刊
行
書
物
を
辿
る
時
、
興
味
深
い
こ
と
に
気
づ
く
。
山
口
武
美
『
明
治
前
期
戯
作
本
書
目
」
、
石
川
巌

「
明
治
初
期
戯
作
年
表
』
な
ど
で
確
認
で
き
る
限
り
に
お
い
て
、
創
業
以
後
、
当
初
の
「
鹿
児
島
実
記
一
夕
話
』
（
明
治
十
年
十
二
月
六
日

き
く
か
さ
ね
え
ん
め
い
ぶ
く
ろ

届
）
『
鳥
追
阿
松
海
上
新
話
』
（
明
治
十
一
年
一
月
十
八
日
御
届
）
や
、
仮
名
垣
魯
文
閲
・
久
保
田
彦
作
著
『
菊
種
延
命
袋
』
（
明
治
十

二
年
一
月
序
）
、
「
貞
操
節
義
古
今
名
婦
百
首
」
（
明
治
十
四
年
十
一
月
二
十
二
日
届
）
を
除
き
、
明
治
十
六
年
ま
で
で
、
年
二
作
以
上
、

二
十
作
以
上
に
の
ぼ
る
正
本
写
を
刊
行
し
続
け
て
い
る
。
大
倉
は
正
本
写
を
主
に
刊
行
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
大
倉
に
注
目
さ
れ
た
研
究
に
佐
々
木
亨
氏
の
弓
鹿
児
島
実
記
一
夕
話
」
と
『
鳥
追
阿
松
海
上
新
話
」
ｌ
大
倉
孫
兵
衛
の
戦
略
ｌ
」

が
あ
る
。
正
本
写
を
主
力
商
品
に
し
て
い
る
こ
と
は
、
氏
が
早
く
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
の
事
由
を
佐
々
木
氏
は
「
大
倉
が
題
材

を
演
劇
に
拠
り
か
か
る
よ
う
に
な
っ
た
背
景
」
と
し
て
、
「
つ
づ
き
も
の
の
持
つ
大
き
な
力
を
、
未
だ
認
識
し
得
」
ず
、
「
安
定
を
望
ん
だ

よ
う
で
あ
る
。
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検
証
作
業
を
必
要
と
す
る
が
、
「
明
治
前
期
戯
作
本
書
目
」
に
掲
げ
る
「
正
本
仕
立
て
の
草
双
紙
」
の
出
版
書
騨
を
見
る
限
り
に
お
い

（
７
）

て
も
後
発
の
大
倉
が
実
際
に
勢
力
を
伸
ば
し
て
い
く
。
加
え
て
、
今
回
考
察
の
「
松
の
栄
』
は
、
正
本
写
に
お
け
る
漢
字
か
な
交
じ
り
ル

ビ
附
の
魁
で
あ
る
が
（
渥
美
清
太
郎
「
歌
舞
伎
小
説
解
題
」
）
、
大
倉
こ
そ
が
漢
字
振
り
仮
名
付
き
の
い
わ
ゆ
る
「
明
治
式
合
巻
」
を
生
み

出
し
た
「
鳥
追
阿
松
海
上
新
話
」
と
同
じ
刊
行
書
騨
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
良
い
だ
ろ
う
。
以
後
、
正
本
写
は
、
他
の
書
騨
刊
行
の
も

の
も
、
多
く
ル
ビ
付
に
変
わ
っ
て
い
く
。
大
倉
は
、
刊
行
に
お
い
て
も
様
式
に
お
い
て
も
イ
ン
パ
ク
ト
を
与
え
た
わ
け
で
、
「
松
の
栄
」

刊
行
が
一
つ
の
契
機
と
な
っ
た
こ
と
は
間
違
い
な
い
。
一
例
と
し
て
、
明
治
十
一
年
十
月
十
五
日
よ
り
新
富
座
上
演
「
日
月
星
享
和
政
談
」

の
具
足
屋
版
正
本
写
（
同
題
、
十
月
十
日
御
届
）
は
、
篠
田
仙
果
綴
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
他
書
津
な
が
ら
、
漢
字
振
り
仮
名
付
き
に

な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
が
証
と
な
ろ
う
。

を
必
要
と
し
、
そ
れ
が
初
堅

能
性
を
み
た
い
の
で
あ
る
。

大
倉
屋
は
、
合
巻
以
来
の
堅
実
な
素
材
で
あ
る
演
劇
へ
触
手
を
伸
ば
し
た
の
で
あ
る
」
と
す
る
。
「
鳥
追
阿
松
海
上
新
話
』
の
成
功
を
果

た
し
た
書
騨
が
正
本
写
を
中
心
に
刊
行
し
て
い
く
背
景
に
つ
い
て
考
え
る
こ
と
は
、
当
時
の
出
版
を
め
ぐ
る
問
題
を
考
え
る
上
で
も
重
要

な
こ
と
で
あ
ろ
う
。
今
回
、
佐
々
木
氏
と
は
、
今
少
し
別
の
と
ら
え
方
を
示
し
て
み
た
い
と
思
う
。

そ
れ
は
大
き
く
次
の
よ
う
に
言
え
る
の
で
は
な
い
か
。
西
南
戦
争
・
新
聞
連
載
と
い
う
、
い
わ
ば
「
即
時
性
」
の
要
す
る
も
の
に
活
路

を
見
い
だ
し
た
大
倉
だ
が
、
そ
の
一
方
で
、
常
に
人
々
の
興
味
を
い
だ
く
よ
う
な
価
値
あ
る
情
報
（
ニ
ュ
ー
ス
性
の
あ
る
も
の
）
ば
か
り

で
あ
る
は
ず
も
な
く
、
そ
の
刊
行
に
至
る
フ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
軽
さ
を
「
正
本
写
」
の
刊
行
、
と
り
わ
け
上
演
時
期
か
ら
い
ち
早
く
出
版
す

る
こ
と
に
求
め
た
の
で
は
な
い
か
。
「
正
本
写
」
は
、
従
前
か
ら
他
の
書
騨
（
例
え
ば
栄
久
堂
）
に
よ
り
出
版
さ
れ
、
篠
田
仙
果
な
ど
専

ら
固
定
の
作
者
が
占
め
て
執
筆
さ
れ
て
き
た
代
物
に
他
な
ら
な
い
。
後
か
ら
参
入
す
る
新
参
の
書
騨
に
と
っ
て
は
何
か
目
玉
と
な
る
こ
と

を
必
要
と
し
、
そ
れ
が
初
め
て
参
入
し
た
『
松
の
栄
』
で
の
、
上
演
か
ら
の
い
ち
早
き
刊
行
な
ど
と
い
う
大
倉
得
意
の
戦
略
と
な
っ
た
可
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し
か
し
、
こ
こ
ま
で
確
認
し
た
よ
う
に
、
少
な
く
と
も
『
松
の
栄
』
な
ど
は
、
実
際
の
上
演
と
の
差
が
著
し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
。

正
本
写
で
あ
り
な
が
ら
、
そ
う
な
り
え
て
い
な
い
点
も
多
く
、
演
劇
そ
の
ま
ま
か
ら
乖
離
し
て
い
た
。
正
本
「
写
」
に
も
、
そ
の
程
度
に

軽
重
の
あ
る
こ
と
を
思
わ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

正
本
写
が
明
治
期
演
劇
を
理
解
す
る
補
助
資
料
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
き
て
い
る
中
で
、
本
稿
当
初
に
近
代
歌
舞
伎
の
始
ま
り
を

告
げ
る
も
の
と
し
た
口
絵
「
新
富
座
劇
場
開
業
式
ノ
図
」
な
ど
も
、
実
を
云
え
ば
、
刊
行
ま
で
の
早
さ
を
求
め
る
た
め
に
、
実
際
の
開
演

（
８
）

式
を
描
い
た
も
の
と
は
言
え
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。
上
演
前
の
段
階
で
作
成
で
あ
る
限
り
、
演
劇
そ
の
も
の
と
の
間
に
違
い
が
生
じ
る

こ
と
は
認
め
ざ
る
を
え
な
い
の
で
あ
る
。

の
ん
ノ
ー
歳
々
相
変
ら
ぬ
。
新
富
座
の
春
狂
言
。
こ
と
し
も
何
か
新
作
を
。
｜
日
の
続
講
釈
。
彼
河
竹
が
立
よ
み
に
弁
じ
か
け
た
る

伊
賀
越
を
。
聞
か
ぢ
り
に
し
て
綴
り
し
は
。
歌
舞
伎
を
種
の
ほ
ん
の
脚
色
書

明
治
十
三
年
三
月
に
大
倉
か
ら
刊
行
さ
れ
た
正
本
写
『
日
本
晴
伊
賀
報
警
』
に
記
さ
れ
た
作
者
武
田
交
来
序
か
ら
の
抜
革
で
あ
る
。
「
立
ち

よ
み
に
」
「
聞
か
ぢ
り
に
し
て
綴
」
る
と
い
う
そ
の
あ
り
方
は
、
『
松
の
栄
」
も
同
じ
で
あ
っ
た
ろ
う
。
果
た
し
て
歌
舞
伎
の
脚
本
と
の
間

に
ど
れ
程
の
差
が
あ
る
の
か
、
程
度
の
差
こ
そ
あ
れ
、
文
字
通
り
の
「
正
本
写
」
と
は
言
え
な
い
場
合
も
想
定
し
て
い
か
ね
ば
な
る
ま
い
。

そ
れ
で
も
読
者
に
歓
迎
さ
れ
た
。
大
倉
の
戦
略
は
あ
た
っ
た
の
で
あ
る
。
背
景
に
は
、
正
本
写
に
い
ち
早
き
刊
行
の
ス
ピ
ー
ド
を
求
め

た
観
客
の
存
在
が
あ
る
の
だ
ろ
う
し
、
さ
ら
に
い
え
ば
、
内
容
の
微
妙
な
誤
差
は
誤
差
と
し
て
需
要
し
て
い
っ
た
層
、
た
と
え
場
面
場
面

の
断
片
的
な
情
報
の
集
積
で
あ
っ
た
と
し
て
も
受
け
入
れ
て
く
れ
る
よ
う
な
、
極
端
に
言
え
ば
演
劇
を
観
ず
に
本
を
買
う
購
買
層
の
存
在

を
も
意
味
し
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
。
「
各
座
に
筋
書
の
発
行
を
見
、
ま
た
雑
誌
に
筋
書
が
掲
載
さ
れ
、
新
聞
に
ポ
ッ
ポ
ッ
脚
本
な
ど

が
出
る
に
及
ん
で
、
こ
れ
ら
は
滅
亡
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
」
（
『
歌
舞
伎
大
全
」
）
と
渥
美
清
太
郎
の
云
う
衰
退
の
期
ま
で
、
こ
う
し

た
正
本
写
が
、
大
倉
に
よ
っ
て
市
場
を
席
巻
し
た
の
で
あ
る
。
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〔
注
〕

（
１
）
山
崎
麓
に
よ
る
先
行
研
究
か
ら
抜
粋
し
て
お
く
。

（
４
）
具
体
的
に
本
文
を
引
用
し
て
お
く
。

○
「
松
の
栄
」
（
中
巻
一
丁
表
）
岡
ざ
き
の
城
内
に
は
億
川
の
御
台
築
山
御
前
此
程
よ
り
御
夫
婦
中
睦
し
か
ら
ず
御
子
息
信
泰
公
の
お
や
か
た
に

別
居
し
給
ふ
仮
御
殿
、
怪
敷
修
弦
を
引
と
ら
へ
鳥
取
半
蔵
出
仕
な
す
折
か
ら
忍
び
入
給
ふ
家
泰
公
「
其
修
弦
こ
そ
兼
て
よ
り
武
田
方
の
廻
し
者

…
／
（
中
巻
四
丁
裏
）
築
山
御
殿
見
そ
な
は
し
「
ヲ
、
そ
ち
や
湯
殿
の
万
か
、
そ
な
た
は
此
ほ
ど
懐
妊
と
や
ら
そ
の
男
は
誰
じ
や
「
ハ
イ
そ
れ

は
「
イ
ヤ
滅
多
に
は
い
へ
ま
い
大
方
君
の
お
胤
で
あ
ら
う
「
ヱ
、
「
せ
ァ
そ
う
じ
や
と
白
状
し
や
「
イ
ヱ
ノ
ー
恥
し
な
が
ら
相
手
は
修
験
者
玄

そ
の
新
築
開
場
式
が
明
治
十
一
年
に
行
は
れ
た
時
、
こ
れ
に
因
む
草
双
紙
が
刊
行
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
「
松
の
栄
千
代
田
の
神
徳
」
（
仮
名
垣

熊
太
郎
綴
、
蜂
須
賀
国
明
画
、
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
刊
）
で
あ
る
。
（
略
）
上
巻
の
口
絵
は
「
新
富
座
劇
場
開
業
式
ノ
図
」
で
あ
っ
て
座
元
守
田

勘
弥
以
下
俳
優
一
同
怪
し
げ
な
フ
ロ
ッ
ク
コ
ー
ト
み
た
い
な
ボ
タ
ン
を
五
つ
き
ち
ん
と
は
め
た
学
生
服
に
も
似
た
洋
服
を
着
用
し
て
舞
台
に
ず

ら
り
と
ゐ
な
ら
ん
で
ゐ
る
。
団
十
郎
が
今
し
も
祝
文
を
朗
読
す
る
所
、
向
っ
て
左
側
に
岩
井
半
四
郎
が
鬘
下
地
ら
し
い
頭
で
同
じ
く
男
の
洋
服

を
着
用
し
て
る
の
が
一
大
奇
観
だ
。
（
「
書
物
展
望
」
第
十
一
巻
・
第
七
号
「
明
治
の
草
双
紙
か
ら
」
）

（
２
）
「
芝
居
の
開
場
と
同
時
に
、
或
ひ
は
開
場
中
、
売
出
し
て
ゐ
る
の
が
多
い
」
と
明
治
期
の
正
本
写
に
つ
い
て
本
間
久
雄
は
指
摘
し
て
い
る
が
、
概
ね

『
松
の
栄
』
以
降
に
、
顕
著
に
み
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

（
３
）
例
え
ば
依
田
学
海
「
学
海
日
録
』
の
明
治
十
一
年
五
月
廿
二
日
条
な
ど
を
み
て
も
、
学
者
に
よ
り
脚
色
の
変
更
が
な
さ
れ
た
こ
と
が
判
る
。

森
田
勘
弥
来
り
て
戯
場
脚
色
の
大
略
を
の
べ
、
余
が
冊
正
を
請
へ
り
。
こ
の
戯
は
栄
松
千
代
田
の
神
徳
と
題
す
。
東
照
公
大
高
兵
糧
入
の
こ
と

を
始
と
し
、
豊
大
閤
に
聚
楽
第
に
対
面
す
る
に
終
れ
り
。
岡
崎
三
郎
信
康
自
殺
の
事
あ
り
。
藩
翰
譜
を
按
ず
る
に
、
信
康
自
殺
の
と
き
平
岩
親

吉
そ
の
伝
た
り
。
東
照
公
を
諫
む
る
の
事
あ
り
。
こ
の
戯
こ
れ
を
か
き
た
り
（
山
本
註
ｌ
欠
き
た
り
）
。
余
こ
れ
を
載
せ
よ
と
い
ひ
き
。
ま
た
東

照
公
の
夫
人
関
口
氏
は
公
に
離
絶
せ
ら
れ
し
を
、
三
郎
こ
れ
を
岡
崎
城
に
か
く
ま
ひ
お
き
た
る
事
な
る
を
、
浜
松
城
に
あ
る
こ
と
と
す
る
な
ど
、

皆
事
実
相
違
せ
り
。
皆
こ
れ
を
改
む
。
そ
の
他
、
義
に
害
な
き
脚
色
は
必
し
も
改
む
る
に
及
ば
ず
と
い
ひ
き
。

ま
た
田
村
成
義
編
「
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
」
に
は
「
稽
古
の
時
に
、
学
海
翁
は
松
田
府
知
事
と
倶
に
楽
屋
へ
臨
ん
で
種
々
差
図
に
及
び
た
る
事
あ

り
」
と
の
指
摘
も
あ
る
。
同
書
に
は
他
に
も
、
旧
幕
臣
市
川
熊
男
や
松
岡
明
義
氏
に
も
教
え
を
乞
い
此
劇
の
服
装
を
案
出
し
た
こ
と
な
ど
が
記
さ
れ

て
い
る
。 △

新
富
座
の
新
築
開
場
式
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正本写「松の栄千代田の神徳」の周縁

敬
ど
の
「
そ
ん
な
偽
り
は
聞
ぬ

○
山
松
堂
版
「
松
栄
千
代
田
神
徳
』
（
中
巻
二
丁
表
）
…
か
う
し
う
の
ま
は
し
も
の
快
典
［
く
わ
い
て
ん
］
が
き
か
、
る
あ
と
よ
り
お
万
の
は
、

の
お
く
ろ
は
こ
ゑ
か
け
…
／
（
中
巻
三
丁
表
）
入
り
ち
が
へ
て
ほ
う
い
ん
が
「
お
万
の
き
み
に
日
ご
ろ
の
ね
が
ひ
か
な
へ
て
く
れ
と
い
だ
き
つ
く

を
「
そ
ん
な
こ
と
は
し
ら
う
わ
い
な
と
ふ
り
は
ら
っ
て
も
ん
に
入
る
あ
と
見
お
く
っ
て
く
わ
い
て
ん
は
「
い
ゑ
や
す
の
て
が
つ
い
て
み
お
ゆ
ゑ
に

お
れ
が
い
ふ
こ
と
き
か
ぬ
う
へ
は
は
ら
い
せ
に
つ
き
や
ま
ご
ぜ
ん
へ
ふ
つ
こ
ん
で
い
る
け
よ
り
よ
く
の
は
う
だ
ト
つ
ぶ
や
き
ノ
ー
も
ん
に
入
る

○
演
劇
脚
本
（
「
黙
阿
弥
全
集
」
第
二
七
巻
よ
り
）

お
万
あ
れ
、
誰
で
ご
ざ
ん
す
、
御
常
談
な
さ
れ
ま
す
る
な
。
／
怪
典
誰
で
も
な
い
、
怪
典
だ
ノ
ー
。
／
お
万
エ
、
モ
、
修
験
の
御
身
分

で
て
ん
ご
う
な
さ
ん
す
な
。
（
略
）
／
怪
典
人
我
に
辛
け
れ
ば
、
我
又
人
に
辛
し
の
警
、
此
意
趣
晴
ら
し
は
大
殿
の
、
胤
を
宿
せ
し
事
築
山
様

へ
申
し
入
れ
、
ほ
え
づ
ら
か
わ
か
し
褒
美
の
金
。
ト
思
入
あ
っ
て
、
こ
り
や
、
色
気
を
捨
て
欲
に
い
た
さ
う
。

（
５
）
「
三
河
後
風
土
記
」
の
中
か
ら
用
い
ら
れ
て
い
る
の
は
次
の
章
段
で
あ
る
。
「
巻
第
七
大
高
城
兵
糧
入
の
事
／
巻
第
十
四
秀
康
卿
誕
生
附
御
母
長

勝
院
殿
の
事
／
巻
第
十
六
三
遠
両
国
踊
流
行
附
永
井
伝
八
直
勝
の
事
／
第
十
六
築
山
殿
凶
桿
附
信
康
君
猛
烈
の
事
／
第
十
六
信
康
君
築
山
殿
御

生
害
附
平
岩
親
吉
忠
言
の
事
／
巻
第
十
八
神
君
伊
賀
越
御
帰
路
の
事
／
巻
第
二
四
聚
楽
行
幸
用
意
の
事
／
第
二
四
行
幸
附
諸
大
名
盟
誓
の
事
」
。

（
６
）
他
に
も
錦
絵
表
紙
に
描
く
衣
裳
な
ど
が
明
ら
か
に
異
な
る
。
『
松
の
栄
」
錦
絵
表
紙
に
は
、
大
切
所
作
事
「
牡
丹
蝶
扇
彩
」
か
ら
、
上
巻
は
菊
五
郎
、

中
巻
は
団
十
郎
、
下
巻
は
左
団
次
を
配
し
、
石
橋
物
獅
子
の
舞
の
一
コ
マ
が
描
か
れ
て
い
る
。
田
村
成
義
編
「
続
々
歌
舞
伎
年
代
記
」
に
「
○
大
切

の
三
人
石
橋
は
能
衣
装
を
用
ひ
た
る
が
頗
る
高
価
の
も
の
に
て
、
金
色
目
さ
む
る
計
り
に
か
ず
や
き
見
物
を
驚
ろ
か
し
め
た
り
」
と
評
さ
れ
る
場
面

で
あ
り
、
周
重
等
が
描
く
錦
絵
組
物
が
素
材
と
し
て
描
い
て
お
り
、
そ
の
豪
華
さ
を
伺
い
知
る
こ
と
が
出
来
る
の
だ
が
、
「
松
の
栄
」
表
紙
で
は
全
く

異
な
っ
た
稽
古
着
の
よ
う
な
衣
装
と
な
っ
て
い
る
。

（
７
）
山
口
武
美
「
明
治
前
期
戯
作
本
書
目
」
を
も
と
に
、
石
川
巌
「
明
治
初
期
戯
作
年
表
」
、
渥
美
清
太
郎
「
歌
舞
伎
小
説
解
題
」
に
よ
り
補
う
形
で
、

錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
が
正
本
写
に
参
入
し
た
明
治
十
一
年
以
降
、
明
治
十
六
年
ま
で
の
東
京
新
富
座
関
連
の
正
本
写
を
リ
ス
ト
ア
ッ
プ
し
て
お
く
。

明
治
十
六
年
ま
で
と
し
た
の
は
、
以
降
に
錦
栄
堂
か
ら
正
本
写
が
刊
行
さ
れ
た
か
は
定
か
で
は
な
い
か
ら
で
あ
る
（
明
治
二
十
年
十
月
、
錦
栄
堂
か

ら
「
三
府
五
港
写
幻
燈
」
が
刊
行
さ
れ
た
が
、
口
絵
十
図
（
周
延
）
の
あ
と
活
版
刷
本
文
の
み
の
構
成
で
正
本
写
の
合
巻
で
は
な
い
。
ち
な
み
に
渥

美
清
太
郎
は
明
治
二
十
一
年
刊
「
月
梅
薫
朧
夜
」
を
「
草
双
紙
体
歌
舞
伎
小
説
の
最
後
」
と
す
る
）
。
明
治
初
期
の
戯
作
な
ど
は
そ
の
所
蔵
先
な
ど
不

明
な
も
の
も
多
く
、
ま
だ
十
全
に
原
本
の
確
認
が
で
き
て
い
な
い
。
そ
の
た
め
、
本
稿
で
は
踏
査
途
上
の
ひ
と
ま
ず
の
備
忘
録
と
し
て
お
き
た
い
。

以
下
、
マ
イ
ク
ロ
フ
ィ
ッ
シ
ュ
版
「
明
治
期
刊
行
物
集
成
」
（
早
稲
田
大
学
図
書
館
編
）
で
確
認
し
た
場
合
、
〔
〕
内
に
フ
ィ
ッ
シ
ュ
恥
を
他
の
場
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合
そ
の
所
蔵
先
等
を
記
し
て
い
る
。

○
「
碁
太
平
記
白
石
噺
・
増
補
桃
山
謹
・
心
中
天
網
島
」
武
田
交
来
録
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
一
月
十
五
日
出
版
。
国
政
画
。
諸
家
の
序
句
。

中
本
、
上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。
〔
未
見
〕

○
「
赤
松
満
祐
梅
白
籏
」
武
田
交
来
編
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
御
届
明
治
十
二
年
口
月
口
日
、
明
治
十
二
稔
十
二
月
（
序
）
。
周
延
画
。
中
本

上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。
二
月
二
十
八
日
よ
り
新
富
座
上
演
。
Ｓ
認
蜀
〕

○
「
綴
合
於
伝
仮
名
書
」
武
田
交
来
編
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
序
文
末
尾
年
付
、
五
月
。
国
政
画
。
中
本
、
上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。
黙

阿
弥
原
作
、
五
月
二
十
九
日
よ
り
新
富
座
上
演
。
〔
本
館
蔵
〕

※
「
綴
合
於
伝
仮
名
書
」
篠
田
仙
果
編
・
山
松
堂
。
明
治
十
二
年
皐
月
下
旬
（
序
）
、
明
治
十
二
年
五
月
口
日
御
届
（
奥
付
）
。
風
来
山
人
序
、

周
延
画
。
中
本
、
上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。
ｅ
宅
霊
〕

○
「
花
洛
中
山
城
名
所
」
武
田
交
来
編
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
上
巻
見
返
し
に
「
当
る
狂
言
戯
場
新
話
」
と
あ
る
。
明
治
十
二
年
六
月
（
序
）
、

出
版
御
届
明
治
十
二
年
口
月
口
日
（
奥
付
）
。
国
政
画
。
中
本
、
上
下
巻
二
冊
。
正
本
写
。
黙
阿
弥
原
作
、
五
月
二
十
九
日
よ
り
新
富
座
上
演
。

〔
つ
い
③
『
つ
〕

○
「
西
南
雲
晴
朝
東
風
」
篠
田
仙
果
編
・
山
松
堂
。
三
月
口
日
御
届
（
奥
付
）
。
周
延
画
。
中
本
、
上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。
黙
阿
弥
原
作
、

同
年
三
月
二
十
一
日
よ
り
新
富
座
上
演
。
〔
ｓ
三
ｓ

○
「
松
栄
千
代
田
神
徳
」
仮
名
垣
熊
太
郎
編
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
六
月
五
日
出
版
御
届
。
久
保
田
彦
作
序
、
国
明
画
。
中
本
、
上
中
下
巻

三
冊
。
正
本
写
。
黙
阿
弥
原
作
、
同
年
六
月
十
日
よ
り
新
富
座
上
演
。
〔
本
館
蔵
〕

※
「
松
栄
千
代
田
神
徳
」
篠
田
仙
果
録
・
山
松
堂
。
六
月
出
版
御
届
。
周
延
画
。
中
本
、
上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。
〔
禾
口
庵
文
庫
〕

○
「
日
月
星
享
和
政
談
」
松
邨
漁
夫
編
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
出
版
御
届
十
月
十
五
日
（
奥
付
）
。
「
戊
寅
秋
松
村
漁
夫
記
」
（
序
）
。
国
政

画
。
中
本
、
上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。
黙
阿
弥
作
、
同
年
十
月
十
五
日
よ
り
新
富
座
上
演
。
Ｓ
宅
詮
〕

※
「
日
月
星
享
和
政
談
」
篠
田
仙
果
綴
・
具
足
屋
。
十
月
十
口
日
出
版
御
届
。
周
延
画
。
中
本
、
上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。
〔
禾
口
庵
文
庫
〕

○
「
劇
場
正
本
仮
名
手
本
忠
臣
蔵
」
松
邨
漁
夫
録
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
十
一
月
出
版
御
届
。
周
延
画
。
中
本
、
上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。

同
年
十
一
月
二
十
七
日
よ
り
新
富
座
上
演
。
〔
未
見
〕

〈
明
治
十
二
年
〉

〈
明
治
十
一
年
〉

｝
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正本写「松の栄千代田の神徳」の周縁

の
お
伽
草
紙
」
と
あ
る
。
ロ

新
富
座
に
上
演
。
Ｓ
誤
窒
〕

※
「
夜
討
曽
我
狩
場
曙
」
一

○
「
松
梅
雪
花
三
吉
野
」

新
富
座
上
演
。
〔
未
見
〕

○
「
天
衣
紛
上
野
初
花
↑

※本
○

○
「
日
本
晴
伊
賀
報
讐
」
武
田
交
来
録
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
（
三
月
御
届
）
。
国
政
画
。
中
本
、
上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。
黙
阿
弥
原
作
、

三
月
十
二
日
よ
り
新
富
座
上
演
。
〔
禾
口
庵
文
庫
〕

○
「
星
月
夜
見
聞
実
記
・
霜
夜
鐘
十
字
辻
笠
」
松
阿
交
来
綴
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
見
返
し
に
は
「
星
月
夜
見
聞
実
記
」
と
あ
る
。
明
治
十

三
年
六
月
（
序
）
。
国
政
画
。
中
本
、
上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。
黙
阿
弥
原
作
、
六
月
十
五
日
よ
り
新
富
座
上
演
。
Ｓ
留
宝
〕

※
「
霜
夜
鐘
十
字
辻
笠
」
河
竹
其
水
作
・
歌
舞
伎
新
報
社
。
六
月
十
一
日
出
版
御
届
。
猫
々
道
人
序
詞
、
芳
幾
画
。
半
紙
本
、
五
編
五
冊
。
脚

○
「
鏡
山
椎
葉
」
武
田
交
来
編
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
同
年
出
版
。
序
文
末
尾
の
年
付
、
十
月
。
国
政
画
。
中
本
、
上
中
下
巻
三
冊
。
正
本

写
。
黙
阿
弥
原
作
、
十
月
二
十
九
日
よ
り
新
富
座
上
演
。
〔
未
見
〕

○
「
天
衣
紛
上
野
初
花
・
千
代
誉
松
山
美
證
」
山
閑
人
交
来
綴
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
明
治
十
四
年
三
月
（
序
）
。
同
年
四
月
七
日
い
ろ
は
新

聞
広
告
。
国
政
画
。
中
本
、
上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。
黙
阿
弥
原
作
、
三
月
三
十
一
日
よ
り
新
富
座
上
演
。
ｅ
宅
認
〕

○
「
世
響
太
鼓
功
・
魁
源
平
郷
燭
」
武
田
勝
治
郎
編
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
五
月
二
十
二
日
御
届
。
竹
内
栄
久
〔
国
政
〕
画
。
中
本
一
冊
。

正
本
写
。
五
月
、
市
村
座
上
演
。
〔
未
見
〕

○
「
夜
討
曽
我
狩
場
曙
・
古
代
形
新
染
浴
衣
」
武
田
交
来
綴
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
同
年
出
版
。
序
に
「
あ
や
め
も
分
ぬ
五
月
雨
の
御
徒
然

の
お
伽
草
紙
」
と
あ
る
。
見
返
し
に
「
新
富
座
新
狂
言
」
。
国
政
画
。
中
本
、
上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。
黙
阿
弥
原
作
、
三
月
三
十
一
日
よ
り

※
「
霜
夜
鐘
十
字
辻
笠
」
武
田
交
来
録
・
錦
寿
堂
。
明
治
十
三
年
夏
月
（
初
編
序
）
。
御
届
九
月
十
三
日
（
奥
付
）
。
交
来
序
、
芳
年
画
。
中
本
、

五
編
十
五
冊
。
合
巻
。
Ｓ
銘
白
〕

○
「
茶
臼
山
凱
歌
陣
立
・
木
問
屋
箱
根
鹿
笛
」
武
田
交
来
録
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
御
届
明
治
十
三
年
十
月
口
日
（
袋
）
。
国
政
画
。
中
本
、

上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。
黙
阿
弥
原
作
、
十
一
月
六
日
新
富
座
上
演
。
Ｓ
宅
電
〕

〈
明
治
十
四
年
〉

〈
明
治
十
三
年
〉

〔
つ
い
函
つ
四
〕

渡
辺
文
京
著
・
亀
遊
堂
。
七
月
八
日
出
版
御
届
。
国
峯
画
。
中
本
、
上
下
巻
二
冊
。
正
本
写
。
黙
阿
弥
原
作
、
六
月

武
田
交
来
編
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
同
年
出
版
。
国
政
画
。
中
本
、
上
下
巻
二
冊
。
正
本
写
。
一
月
十
二
日
よ
り
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〔
補
記
一

本
稿
は
当
館
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
開
化
期
戯
作
の
社
会
史
研
究
」
、
な
ら
び
に
科
学
研
究
費
補
助
金
基
盤
研
究
（
Ｂ
）
「
原
典
資
料
の
調
査
を
基
礎
と

し
た
仮
名
垣
魯
文
の
著
述
活
動
に
関
す
る
総
合
的
研
究
」
に
基
づ
く
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
り
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
例
会
（
二
○
○
五
年
六
月
十
五
日
、

於
国
文
学
研
究
資
料
館
）
で
の
口
頭
発
表
の
一
部
を
礎
稿
と
し
て
い
る
。
な
お
「
松
の
栄
」
は
当
館
蔵
本
（
請
求
番
号
ハ
４
１
別
。
リ
プ
リ
ン
ト
日
本
近

代
文
学
で
影
印
刊
行
予
定
）
、
山
松
堂
版
は
禾
口
庵
文
庫
蔵
本
を
用
い
た
。

○
「
芽
出
柳
緑
翠
松
前
」
梅
素
薫
編
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
同
年
出
版
。
周
延
画
。
中
本
、
上
下
巻
二
冊
。
正
本
写
。
黙
阿
弥
原
作
、
一
月

二
十
七
日
よ
り
新
富
座
上
演
。
〔
未
見
〕

○
「
石
魂
録
春
高
麗
菊
・
金
看
板
侠
客
本
店
」
梅
素
薫
綴
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
同
年
出
版
・
周
延
画
。
中
本
、
上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。

黙
阿
弥
原
作
、
四
月
二
’
三
日
よ
り
新
富
座
上
演
。
Ｓ
宅
麗
〕

○
「
妹
背
山
婦
女
庭
訓
」
梅
素
薫
録
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
十
月
三
日
出
版
御
届
。
周
延
画
。
中
本
、
上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。
妹
背
山

女
庭
訓
、
神
霊
矢
口
渡
と
黙
阿
弥
原
作
千
種
花
音
頭
新
唄
の
脚
本
を
綴
る
。
十
月
二
十
三
日
よ
り
新
富
座
上
演
。
〔
未
見
〕

（
８
）
例
え
ば
伊
原
青
々
園
『
明
治
演
劇
史
」
に
は
「
舞
台
着
席
順
序
」
が
示
さ
れ
て
い
る
が
、
『
松
の
栄
』
口
絵
の
人
物
配
置
と
は
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
。

○
「
川
中
島
東
都
錦
絵
・
切
籠
形
京
都
紅
染
」
武
田
交
来
編
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
自
序
末
尾
の
年
付
、
明
治
十
五
年
初
夏
。
周
延
画
。
中

本
、
上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。
黙
阿
弥
原
作
、
六
月
十
一
日
よ
り
新
富
座
上
演
。
〔
未
見
〕

※
「
川
中
島
東
都
錦
絵
・
望
月
・
切
籠
形
京
都
紅
染
」
司
馬
鳳
寿
編
・
松
応
堂
。
明
治
十
五
年
六
月
十
五
日
御
届
（
中
巻
奥
付
）
。
周
重
画
。
中

本
、
上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。
黙
阿
弥
原
作
、
六
月
十
一
日
よ
り
新
富
座
上
演
。
ｅ
宅
宅
〕

○
「
黒
白
論
織
分
博
多
・
色
成
楓
夕
栄
・
朝
鮮
種
偽
管
」
梅
素
薫
編
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
十
月
二
十
五
日
出
版
御
届
。
周
延
画
。
中
本
、

上
中
下
巻
三
冊
。
正
本
写
。
黙
阿
弥
原
作
、
十
一
月
八
日
よ
り
新
富
座
上
演
。
〔
未
見
〕

二
十
九
日
よ
り
新
富
座
上
演
。
〔
未
見
〕

○
「
復
咲
後
白
梅
・
島
衞
月
白
浪
」
武
田
交
来
録
・
錦
栄
堂
大
倉
孫
兵
衛
。
明
治
十
四
年
十
一
月
序
。
周
延
画
。
中
本
、
上
中
下
巻
三
冊
。
見

返
し
上
巻
「
か
へ
り
咲
後
日
の
梅
」
、
中
・
下
巻
は
「
新
富
座
当
狂
言
」
。
正
本
写
。
黙
阿
弥
原
作
、
十
一
月
二
十
日
よ
り
新
富
座
上
演
。
〔
ご
ま
巴

〈
明
治
十
六
年
〉

〈
明
治
十
五
年
〉
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